
お客様導入事例

届出書類の電子化と電子サインで
ワンストップ窓口を実現
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At a Glance
渋谷区役所

 東京都23区の西南に位置する渋谷区には、13万9,725
世帯、 22万9,671人（2020年1月1日現在）の住民が暮
らしています。 「ちがいを ちからに 変える街。 渋谷区」
というスローガンを掲げた基本構想を策定し、 世界を惹き
つける魅力的な都市であり続けることを目指しています。
2019年1月15日に新庁舎への移転を完了。 災害発生時に
は最新システムを導入した防災拠点となるほか、 住民サー
ビスを向上させるワンストップの窓口を備えるなど、 ICTの
基盤の上に成り立つスマート庁舎に生まれ変わりました。

お客様情報
• 渋谷区役所
 https://www.city.shibuya.tokyo. jp/

ワークフロー
• 住民戸籍課における窓口業務のペーパーレス化

これまでの課題
• 複数の届出書類の同じような項目に
 何度も記入している手間をなくしたい
• 分散した窓口の移動にかかる手間をなくしたい
• 整理作業の負荷と印刷、 保管コストを抑制したい
• 紙に手書きされた書類の確認や修正、
 仕分け、 保管などの業務を効率化したい

取り組み
• 液晶ペンタブレット「DTH-1320」を活用した
 住民異動受付支援システムを導入し、 住民に
 「書かせない」「移動させない」「待たせない」を
 基本とするワンフロアでの手続きを実現。

導入効果
• 電子サインのみで届出が完了する
 申請書のワンライティング化を実現
• 窓口の集約とペーパーレス化により
 職員の生産性向上と働き方改革を推進
• 窓口における住民と職員とのフェイス・トゥー・
 フェイスのコミュニケーションを活性化

渋谷区 区民部
住民戸籍課 住民登録係 主任

野田　さつき 氏

渋谷区 区民部
住民戸籍課長

佐藤　浩行 氏

「ワコムの筆圧感知ペンは、 紙に書かれた
文字と同様に本人の筆跡を特定することが
できるため、 各種届出書類の電子サインと
して安心して導入できました」

「当初、 電子サインに拒否感をもつ方がいる
かもと心配していましたが、 まったくの杞憂
でした。 『ワコムの電子ペンは書き心地がい
いね』と皆さまに喜んでいただいています」

渋谷区 経営企画部
ICT戦略課長

伊橋　雄大 氏

「渋谷区におけるICTへの取り組みは、 まだ
まだ発展途上です。 区立小中学校の教育環境
も含め、 ペンコンピューティング体験の機会
を拡大していきます」
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新庁舎への移転を契機とした住民戸籍課の窓口業務改革

１.「書かせない」「移動させない」「待たせない」を目指した申請書の電子化へ

2019年1月15日に新庁舎へ移転した渋谷区役所は、これを機にICTを活用した区民サービスの向上と職員
の働き方改革を実現すべく、 新庁舎プロジェクトを進めてきました。 その一環として取り組んだのが住民
戸籍課における窓口業務の改善です。 これまで住民は転入・転出・出生などの届出を行う際に、 関連する
複数の書類に同じような項目を何度も記入しなければなりませんでした。 また、手続きの窓口が分散して
おり移動に手間がかかるほか、 窓口での手続きも長時間化していました。 渋谷区 区民部 住民戸籍課長
の佐藤 浩行氏は、 「こうした住民の負担を軽減するため、 『書かせない』『移動させない』『待たせない』と
いう目標を掲げ、 申請書の電子化（ペーパーレス化）によるワンストップ窓口を目指しました」と話します。

2.液晶ペンタブレット上で電子的にサインするだけで手続きが完了

課題解決をもたらしたのは、 ワコムのパートナー会社と一緒に構築した住民異動受付支援システム
です。 住民が持参した転出証明書をOCRで読み込みテキストデータ化することで、 書かせることなく
システム上で住民異動届を作成します。 住民は、 ワコムの液晶ペンタブレット「DTH-1320」上でその
届出内容を確認し、 電子的にサインするだけで手続きが完了するのです。 また、 住民異動届と同時に
住民票の写しの申請などがあった際、 基本項目である氏名・住所などは自動で印字できるようになった
ため、 同じことを何度も書かせることが解消されました。 合計33台導入された液晶ペンタブレットは
本庁舎や渋谷ヒカリエの区民サービスセンターをはじめ、 区内各所の出張所にも分散配備され、 2019
年（1月15日～12月27日）の1年間で、 転入5,513件、 転出3,488件、 転居1,559件の住民異動届をペー
パーレスで処理しました。 もともとグラフィックスデザインの分野でも用いられてきたワコムの
筆圧感知ペンならでは、 あたかも紙に書くような滑らかな書き心地を再現しています。 高齢の住民も
違和感をもつことなく電子的にサインを行っており、 「とても便利になった」と好評を得ています。

3.窓口において住民と職員の様々な会話の機会を拡大

液晶ペンタブレットを活用した住民異動受付支援システムによるペーパーレス化は、 これまで職員
が手書きされた各届出書類の確認や修正、 仕分け、 保管など時間を要した煩雑な手間を解消しま
した。 現時点での届出件数などの統計情報も簡単かつ即時に出力することができます。 佐藤氏は、
「こうした業務効率化の効果をコスト換算すれば、 今回のシステム投資は十分に回収できています」
と話します。 一方で液晶ペンタブレットは、 住民と職員との間のコミュニケーションを活性化させる
という効果ももたらしています。 これまで住民は記載台で書類に記入して窓口に提出するだけで、
職員と会話を交わすことはほとんどありませんでしたが、 電子サインは住民と職員が顔を向かい
合わせながら行います。 渋谷区 区民部 住民戸籍課 住民登録係 主任の野田 さつき氏は、 「電子サインを
きっかけに、窓口において住民の皆さまと様々な会話を行う機会を増やすことができました」と
話します。

4.渋谷らしさを前面に打ち出したICT戦略のもとでシステムの利用拡大

渋谷区では「職員にパワーを」「区民とつながる」「業務を最適化」「サービスを変革」を基本とする
ICT戦略を推進しており、 渋谷区 経営企画部 ICT戦略課長の伊橋 雄大氏は「今後もこの延長線上で
“渋谷らしさ”を前面に打ち出した、多様なシステムの活用拡大に臨んでいきます」という方針を示し
ています。 住民異動受付支援システムでは、転入であれば、転出証明書に必要事項が網羅されている
ので、 ＯＣＲ処理により、 データ化されますが、 転出・転居の新住所は、現在、 聞き取りの上、 入力して
います。今後は、 新住所をタブレット上でタッチペンにより選択しながら、 届出書を作成するなど、
手間をさらになくしていこうとしています。 また、 将来的には住民異動受付支援システムと住民情報
システムとのデータ連携を実現し、 住民票の作成入力業務を軽減します。 さらに、 住所の異動のタイ
ミングによらずいつでも住民票や印鑑証明の申請書に対応できるようにするという計画もあり、 住民
サービスのより一層の向上を目指しています。
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本事例やワコムのソリューションに関しましては、以下まで問い合わせください:

03-5337-6706 /// forbusiness@wacom.co.jp

ワコムビジネスソリューションチームは、 数十年にわたって業界をリードしてきたデジタルペンテクノロジーに基づき、 
対面でのやり取りが必要なワークフローのデジタル化をサポートいたします。 正確なデジタルインクを保存および表示する当社のソフトウェアを使用すると、 
ワコムのハードウェアの機能を最大限に利用することができます。 当社のパートナーネットワークを活用すれば、 ワークフローに手書きの電子サインや注釈を
シームレスに統合することが可能です。 これにより、 使い慣れたペンと紙の感覚を残したままで業務のデジタル化とペーパーレス化を実現することができます。
さらに、WILL™3.0 （ Wacom Ink Layer Language ） 規格を使用すると、 あらゆる用途にデジタルインクで対応するための新しいアプリケーションを

強力にサポートすることができます。 これにより、 よりデジタルかつ人間に寄り添った体験を次世代のお客様に提供できるようになります。
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